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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 始 動 口 と 、
　 前 記 始 動 口 へ の 打 球 の 入 賞 を 条 件 に 、 別 遊 技 を
開 始 さ せ る た め の 別 遊 技 装 置 と 、
　 前 記 別 遊 技 装 置 を 制 御 す る た め の 遊 技 制 御 装 置 と を 備 え 、
　 前 記 別 遊 技 装 置 に は 、
　 打 球 の 受 け 入 れ 状 態 を 可 変 可 能 な 可 変 入 賞 装 置
　 を 表 示 可 能 な 画 像 表 示 装 置 と 、
　 前 記 画 像 表 示 装 置 に 隣 接 し て 位 置

キ ャ ラ ク タ ー 装 置 と を 備 え
　 前 記 遊 技 制 御 装 置 に は 、
　

　 前 記 画 像 表 示 装 置 に 表 示 す る 動 画 を 制 御 す る た め の 画 像 制 御 手 段 と 、
　 前 記 画 像 制 御 手 段 に よ り 前 記 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 前 記 動 画 の 動 き に リ ン ク さ せ て
、 前 記 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 き を 制 御 す る た め の キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 と を 備 え 、
　

こ と を 特 徴 と す る パ チ ン コ 機 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 画 像 表 示 制 御 手 段 は 、 前 記 別 遊 技 に よ る 決 定 の 結 果 を 表 す 判 定 図
柄 を 表 示 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の パ チ ン コ
機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 パ チ ン コ 機 に 関 し 、 画 像 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 き と を リ ン ク さ せ る こ と
が で き る よ う に し た も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】

特 別 遊 技 を 行 う か 否 か を 決 定 す る た め の

と 、
動 画

す る と と も に 、 該 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 動 画 の 動
き に リ ン ク さ せ て 動 作 す る

前 記 別 遊 技 に よ る 決 定 の 結 果 に 基 づ い て 開 始 さ れ た 前 記 特 別 遊 技 に お い て 、 前 記 可 変 入
賞 装 置 の 動 作 を 制 御 す る 可 変 入 賞 制 御 手 段 と 、

前 記 画 像 制 御 手 段 は 、 前 記 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 き に 対 応 し て 動 作 す る 画 像 で あ る キ ャ
ラ ク タ ー 画 像 を 前 記 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ せ る よ う に し た

前 記 画 像 表 示 装 置 に



　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 、 パ チ ン コ 機 の い わ ゆ る 役 物 と 呼 ば れ て い る 別 遊 技 装 置 内 に 、 液 晶 や 羽 根 物 を 組 み
込 ん だ も の が 知 ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し 、 上 記 し た 従 来 の 別 遊 技 装 置 で は 、 液 晶 と 、 羽 根 物 と が 個 々 に 動 作 し て い た の で
、 動 き が 単 純 で あ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 各 請 求 項 に そ れ ぞ れ 記 載 さ れ た 各 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 の 技 術 の 有 す る 問 題 点
に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 次 の 点 に あ る 。
（ 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ ）
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 動 画 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 き と を リ
ン ク さ せ る こ と で 、 臨 場 感 に 飛 ん だ パ チ ン コ 機 を 提 供 す る こ と が で き る よ う に し た も の で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
（ 特 徴 点 ）
　 各 請 求 項 に そ れ ぞ れ 記 載 さ れ た 各 発 明 は 、 上 記 し た 各 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た も
の で あ り 、 各 発 明 の 特 徴 点 を 図 面 に 示 し た 発 明 の 実 施 の 形 態 を 用 い て 、 以 下 に 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 カ ッ コ 内 の 符 号 は 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て 用 い た 符 号 を 示 し 、 本 発 明 の 技 術
的 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 図 面 番 号 も 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て 用 い た 図 番 を 示 し 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲
を 限 定 す る も の で な い 。
（ 請 求 項 １ ）
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 次 の ３ つ の 点 を 特 徴 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ に 、 別 遊 技 装 置 (20)に は 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 画 像 表 示
装 置 (60)と 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 (70)と を 備 え る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記
　 上 記 画 像 表 示 装 置 (60)は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 動 画 (61)を 表 示 可 能 な も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 (70)は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 画 像 表 示 装 置 (60)に 隣 接 し て 位 置 す
る 。 そ し て 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 (70)は 、

　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ に 、 遊 技 制 御 装 置 (110)に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 画 像
制 御 手 段 (112)と 、 キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 (113)と を 備 え る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 上 記

　 上 記 画 像 制 御 手 段 (112)は 、 画 像 表 示 装 置 (60)に 表 示 す る 動 画 (61)を 制 御 す る た め の も
の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 (113)は 、 画 像 制 御 手 段 (112)に よ り 画 像 表 示 装 置 (60)に 表 示
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可 変 入 賞 装 置 (30)と 、

可 変 入 賞 装 置 (30)は 、 打 球 の 受 け 入 れ 状 態 を 可 変 可 能 な も の で あ る 。

画 像 表 示 装 置 (60)に 表 示 さ れ る 動 画 の 動 き に リ ン
ク さ せ て 動 作 す る 可 能 な も の で あ る 。

可 変 入 賞 制 御 手 段 (111)と 、

可 変 入 賞 制 御 手 段 (111)は 、 別 遊 技 に よ る 決 定 の 結 果 に 基 づ い て 開 始 さ れ た 前 記
特 別 遊 技 に お い て 、 前 記 可 変 入 賞 装 置 (30)の 動 作 を 制 御 す る 。



さ れ る 動 画 (61)の 動 き に リ ン ク さ せ て 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 (70)の 動 き を 制 御 す る た め の も
の で あ る 。
　 第 ３ に 、 前 記 画 像 制 御 手 段 (112)に は 、 前 記 特 別 遊 技 中 に 可 変 入 賞 装 置 (30)に 入 賞 し た
打 球 数 を 前 記 画 像 表 示 装 置 (60)に 表 示 さ せ る 制 御 手 段 を 備 え る 。
　 こ の 制 御 手 段 は 、 特 別 遊 技 中 に お い て 、 前 記 可 変 入 賞 装 置 (30)に 入 賞 し た 打 球 数 を 、 図
１ ０ に 示 す よ う に 、 前 記 画 像 表 示 装 置 (60)に 表 示 さ せ る た め の も の で あ る 。
（ 請 求 項 ２ ）
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、

し た 点 を 特 徴 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 図 面 の 説 明 ）
　 図 １ ～ １ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 遊 技 制 御 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 を 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 別 遊 技 装 置 の 概 略 正 面 図 を 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 画 像 表 示 装 置 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 と の 関 係 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を 示 す も の
で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ 、 ５ は 、 画 像 表 示 装 置 の 動 画 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 と を 説 明 す る た め の 説 明 図
を そ れ ぞ れ 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ 、 ７ は 、 振 り 分 け 装 置 の 各 種 の 動 作 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を そ れ ぞ れ 示 す も の で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ ～ １ ０ は 、 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 各 種 の 動 画 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を 示 し 、
図 ８ は 別 遊 技 の イ メ ー ジ を 示 し 、 図 ９ は 特 別 遊 技 中 の 各 ラ ウ ン ド の イ メ ー ジ を 示 し 、 図 １
０ は 特 別 遊 技 中 の 各 種 表 示 の イ メ ー ジ を そ れ ぞ れ 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ １ ～ １ ３ は 、 別 遊 技 装 置 の 各 種 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を そ れ ぞ れ 示 す
も の で あ る 。
（ パ チ ン コ 機 10）
　 図 １ 中 、 10は 、 パ チ ン コ 機 を 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 パ チ ン コ 機 10の 盤 面 （ 図 示 せ ず ） の 中 央 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 い わ ゆ る 役 物 と
呼 ば れ て い る 別 遊 技 装 置 20が 配 置 さ れ て い る 。
（ 別 遊 技 装 置 20）
　 上 記 別 遊 技 装 置 20は 、 図 示 し な い が 、 盤 面 に 配 置 さ れ た 始 動 口 へ の 打 球 の 入 賞 を 条 件 に
、 別 遊 技 を 開 始 さ せ る た め の も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
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請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 点 に 加 え 、 前 記 画 像 制 御 手 段 (112)は 、
前 記 別 遊 技 に よ る 決 定 の 結 果 を 表 す 判 定 図 柄 を 前 記 画 像 表 示 装 置 (60)に 表 示 さ せ る よ う に



　 別 遊 技 装 置 20に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 次 の 構 成 を 備 え て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 （ １ ） 可 変 入 賞 装 置 30
　 可 変 入 賞 装 置 30は 、 い わ ゆ る 羽 根 物 と 呼 ば れ 、 打 球 の 受 け 入 れ 状 態 を 可 変 可 能 な も の で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 可 変 入 賞 装 置 30は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 閉 動 作 す る 左 右 一 対 の 羽 根 31,3
2か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 （ ２ ） ア ウ ト 口 40
　 ア ウ ト 口 40は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 一 対 有 り 、 可 変 入 賞 装 置 30の 左 右 の 羽 根 31,32
に よ り 受 け 入 れ ら れ た 打 球 が 入 球 可 能 な も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 （ ３ ） 入 賞 ゾ ー ン 50
　 入 賞 ゾ ー ン 50は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 可 変 入 賞 装 置 30の 左 右 の 羽 根 31,32に よ り 受 け 入
れ ら れ た 打 球 が 入 球 可 能 な も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 入 賞 ゾ ー ン 50は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 の ア ウ ト 口 40の 間 に 位 置 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 （ ４ ） 画 像 表 示 装 置 60
　 画 像 表 示 装 置 60は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 動 画 61を 表 示 可 能 な も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 画 像 表 示 装 置 60は 、 カ ラ ー の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ か ら 構 成 さ れ て い る が 、 液
晶 に 限 ら ず 、 ブ ラ ウ ン 管 を 利 用 し て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 （ ５ ） キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70
　 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 画 像 表 示 装 置 60に 隣 接 し て 位 置 し 、 入 賞 ゾ
ー ン 50へ の 打 球 の 入 賞 状 態 を 可 変 可 能 な も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 葉 機 の 形 を 模 し た も の で あ
り 、 図 ４ 、 ５ に 示 す よ う に 、 プ ロ ペ ラ の 有 る 中 央 の 胴 体 部 を 中 心 に 左 右 方 向 に 傾 斜 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70の 上 下 の 翼 の 間 隔 内 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 打 球 を 誘 導 す る
誘 導 路 71,71を 左 右 一 対 設 け て い る 。 そ し て 、 誘 導 路 71に 受 け 入 れ ら れ た 打 球 は 、 図 １ １
に 示 す よ う に 、 傾 斜 に よ り プ ロ ペ ラ の 有 る 中 央 の 胴 体 部 に 向 か っ て 転 が り 、 ア ウ ト 口 40や
入 賞 ゾ ー ン 50に 向 か っ て 落 下 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70は 、 複 葉 機 の 形 を 模 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 他 の 乗 り 物 や 建
物 等 の 他 の 図 柄 を 使 用 し て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 （ ６ ） 振 り 分 け 装 置 80
　 振 り 分 け 装 置 80は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 入 賞 ゾ ー ン 50と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70と の 間 に 位
置 し 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70か ら 落 下 し た 打 球 の 入 賞 ゾ ー ン 50へ の 入 賞 状 態 を 可 変 可 能 な も
の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 振 り 分 け 装 置 80は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 円 形 を 成 し 、 そ の 外 周 に は 、 Ｕ 字
型 に 窪 ん だ 貯 留 部 81を 有 し 、 こ の 貯 留 部 81に は 、 打 球 が １ 個 貯 留 可 能 と な っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 振 り 分 け 装 置 80は 、 図 ６ 、 ７ に 示 す よ う に 、 時 計 回 り に は 、 ９ ０ 度 回 転 で き る
が 、 反 時 計 回 り に は ９ ０ 度 未 満 に 回 転 が 制 限 さ れ て い る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の た め 、 貯 留 部 81に 打 球 を 貯 留 し た 状 態 で 、 時 計 回 り に 回 転 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う
に 、 打 球 は 入 賞 ゾ ー ン 50に 向 か っ て 落 下 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ９ 】
　 逆 に 、 反 時 計 回 り に 回 転 す る と 、 貯 留 部 81に 貯 留 さ れ た 打 球 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ア
ウ ト 口 40に 向 か っ て 落 下 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 振 り 分 け 装 置 80は 、 回 転 式 に 限 ら ず 、 ス ラ イ ド 式 で も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 （ ８ ） 振 り 分 け セ ン サ ー 90
　 振 り 分 け セ ン サ ー 90は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 入 賞 ゾ ー ン 50と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70と の 間
に 位 置 し 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70か ら 落 下 し た 打 球 を 検 出 す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 （ ７ ） 入 賞 口 100
　 入 賞 口 100は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 別 遊 技 装 置 20の 上 方 中 央 に 位 置 し て い る 。
（ 遊 技 制 御 装 置 110）
　 一 方 、 パ チ ン コ 機 10に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 遊 技 制 御 装 置 110を 内 蔵 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 遊 技 制 御 装 置 110は 、 図 示 し な い が 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｉ ／ Ｏ 等 か ら 構 成
さ れ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 内 に 記 録 さ れ た プ ロ グ ラ ム 及 び デ ー タ が 読 み 込 ま れ る こ と で 、 後 述 す る 各 種
手 段 111～ 114と し て 機 能 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ４ 】
　 遊 技 制 御 装 置 110の 入 力 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 次 の ス イ ッ チ や セ ン サ ー 等 が 接 続
さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 遊 技 制 御 装 置 110の 入 力 側 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ や セ ン サ ー は 、 次 の ス イ ッ
チ や セ ン サ ー に 限 定 さ れ る も の で な く 、 他 の ス イ ッ チ や セ ン サ ー 等 を 接 続 し て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 （ １ ） 始 動 口 用 検 出 ス イ ッ チ 120
　 始 動 口 用 検 出 ス イ ッ チ 120は 、 図 示 し な い が 、 始 動 口 に 入 賞 し た 打 球 を 検 出 す る も の で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 （ ２ ） ア ウ ト 口 用 検 出 ス イ ッ チ 41
　 ア ウ ト 口 用 検 出 ス イ ッ チ 41は 、 図 ２ に 示 す ア ウ ト 口 40に 入 球 し た 打 球 を 検 出 す る も の で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 （ ３ ） 入 賞 ゾ ー ン 用 検 出 ス イ ッ チ 51
　 入 賞 ゾ ー ン 用 検 出 ス イ ッ チ 51は 、 図 ２ に 示 す 入 賞 ゾ ー ン 50に 流 入 し た 打 球 を 検 出 す る も
の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 （ ４ ） 振 り 分 け セ ン サ ー 90
　 振 り 分 け セ ン サ ー 90は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70と 振 り 分 け 装 置 80と の
間 に 位 置 し 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70か ら 落 下 し た 打 球 の 通 過 を 検 出 す る も の で あ る 。 そ し て
、 振 り 分 け セ ン サ ー 90を 打 球 が 通 過 す る と 、 別 遊 技 に お い て 抽 選 が 開 始 さ れ る 。 こ の 抽 選
確 率 は 、 五 分 の 一 に 設 定 さ れ て い る 。
　 遊 技 制 御 装 置 110の 出 力 段 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 先 に 説 明 し た 、 次 の 装 置 が 接 続 さ
れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 遊 技 制 御 装 置 110の 出 力 段 に 接 続 さ れ て い る 装 置 は 、 次 の 装 置 に 限 定 さ れ る も の
で な く 、 他 の 装 置 を 接 続 し て も 良 い 。
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　 　 　 【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 （ １ ） 可 変 入 賞 装 置 30
　 　 （ ２ ） 画 像 表 示 装 置 60
　 　 （ ３ ） キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70
　 　 （ ４ ） 振 り 分 け 装 置 80
　 遊 技 制 御 装 置 110は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 次 の 手 段 111～ 114を 備 え て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 遊 技 制 御 装 置 110は 、 次 の 手 段 111～ 114に 限 定 さ れ る も の で な く 、 他 の 手 段 を 備
え て い て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 （ １ ） 可 変 入 賞 制 御 手 段 111
　 可 変 入 賞 制 御 手 段 111は 、 可 変 入 賞 装 置 30の 動 作 を 制 御 す る た め の も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 始 動 口 用 検 出 ス イ ッ チ 120か ら の 始 動 信 号 を 入 力 す る と 、 可 変 入 賞 装 置 30
の 左 右 の 羽 根 31,32を 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 時 間 、 所 定 回 数 、 開 閉 さ せ 、 い わ ゆ る 大 当 た
り 抽 選 と 呼 ば れ る 、 別 遊 技 を 開 始 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ５ 】
　 別 遊 技 が 開 始 さ れ る と 、 左 右 の 羽 根 31,32が 開 放 さ れ た 状 態 で は 、 遊 技 盤 を 流 下 す る 打
球 が 、 図 １ １ ～ １ ３ に 示 す よ う に 、 羽 根 31,32に 案 内 さ れ て 別 遊 技 装 置 20の 内 部 に 流 入 す
る こ と が 可 能 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ の 結 果 、 別 遊 技 装 置 20の 内 部 に 流 入 し た 打 球 が 、 入 賞 ゾ ー ン 50に 入 賞 す る と 、 い わ ゆ
る 大 当 た り と な り 、 特 別 遊 技 が 開 始 さ れ る 。 そ し て 、 特 別 遊 技 中 も 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定
時 間 、 所 定 回 数 、 左 右 の 羽 根 31,32が 開 閉 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 記 特 別 遊 技 は 、 左 右 の 羽 根 31,32が 所 定 回 数 、 例 え ば １ ８ 回 開 閉 す る か 、 若 し く は 別
遊 技 装 置 20の 内 部 に 流 入 し た 打 球 が 、 ア ウ ト 口 40に １ ０ 個 入 球 す る と 、 終 了 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 し た 遊 技 を １ ラ ウ ン ド と し て 、 当 該 ラ ウ ン ド 中 に 、 入 賞 ゾ ー ン 50に 打 球 が 入 球 す る
と 、 当 該 ラ ウ ン ド が 更 新 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ラ ウ ン ド の 更 新 は 、 最 大 １ ５ 回 で 終 了 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ０ 】
　 最 終 、 １ ５ ラ ウ ン ド が 終 了 す る と 、 特 別 遊 技 が 終 了 し 、 通 常 遊 技 に 戻 る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 ラ ウ ン ド 中 に 、 振 り 分 け 装 置 80の 凹 状 に 凹 ん だ 貯 留 部 81に 打 球 が 貯 留 さ れ て い な
い 場 合 に は 、 当 該 ラ ウ ン ド の 終 了 を 待 っ て 、 特 別 遊 技 が 終 了 し 、 通 常 遊 技 に 戻 る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ２ 】
　 　 （ ２ ） 画 像 制 御 手 段 112
　 画 像 制 御 手 段 112は 、 画 像 表 示 装 置 60に 表 示 す る 動 画 61を 制 御 す る た め の も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 記 動 画 61と し て は 、 次 の よ う な 表 示 を 行 っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ４ 】
　 　 （ ２ － １ ） タ イ ト ル 画 像 62
　 タ イ ト ル 画 像 62は 、 図 に は 詳 し く 示 さ な い が 、 文 字 等 か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 タ イ ト ル 画 像 62を 文 字 等 に よ り 構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 図 柄 等 か ら 構 成 し て
も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 （ ２ － ２ ） キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63
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　 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 犬 等 の 動 物 を モ チ ー フ し て い る 。 そ し て 、
キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63は 、 図 ４ 、 ５ に 示 す よ う に 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70の 翼 の 傾 斜 に 対 応 し
て 傾 斜 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63は 、 動 物 の モ チ ー フ に 限 ら ず 、 他 の 図 柄 を モ チ ー フ と し て も
良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ８ 】
　 　 （ ２ － ３ ） カ ス 図 柄 画 像 64
　 カ ス 図 柄 画 像 64は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 別 遊 技 中 の 判 定 図 柄 の 一 つ で あ り 、 風 船 を モ チ
ー フ と し て い る 。 そ し て 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 真 上 で 、 カ ス 図 柄 画 像 64が 割 れ る と 、 別
遊 技 の 結 果 、 外 れ と 判 定 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お 、 カ ス 図 柄 画 像 64は 、 風 船 の モ チ ー フ に 限 ら ず 、 他 の 図 柄 を モ チ ー フ と し て も 良 い
。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 （ ２ － ４ ） 大 当 た り 図 柄 画 像 65
　 大 当 た り 図 柄 画 像 65は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 別 遊 技 中 の 判 定 図 柄 の 一 つ で あ り 、 を ハ ー
ト を モ チ ー フ と し て い る 。 大 当 た り 図 柄 画 像 65は 、 カ ス 図 柄 画 像 64の 間 に 配 置 さ れ 、 カ ス
図 柄 画 像 64と 帯 状 に 連 続 し 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 真 上 を 、 左 か ら 右 に 向 か っ て 水 平 移 動
す る 。 そ し て 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 真 上 で 、 大 当 た り 図 柄 画 像 65が 停 止 す る と 、 別 遊 技
の 結 果 、 大 当 た り と な り 、 特 別 遊 技 が 開 始 さ れ る 。 な お 、 大 当 た り の 確 率 は 、 例 え ば 五 分
の 一 に 設 定 さ れ て い る 。
　 な お 、 大 当 た り 図 柄 画 像 65は 、 ハ ー ト の モ チ ー フ に 限 ら ず 、 他 の 図 柄 を モ チ ー フ と し て
も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ １ 】
　 　 （ ２ － ５ ） ラ ウ ン ド 背 景 画 像 66
　 ラ ウ ン ド 背 景 画 像 66は 、 特 別 遊 技 中 に 表 示 さ れ 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置
70が 飛 ん で い る 町 や 空 、 宇 宙 を イ メ ー ジ を モ チ ー フ と し 、 ラ ウ ン ド が 進 行 す る に 伴 っ て 高
度 が 徐 々 に 上 昇 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 ラ ウ ン ド 背 景 画 像 66は 、 ラ ウ ン ド の 進 行 に よ り 変 化 し 、 例 え ば １ ～ ５ ラ ウ
ン ド で は 、 「 お も ち ゃ の 世 界 」 の イ メ ー ジ が 表 示 さ れ 、 ６ ～ １ ０ ラ ウ ン ド で は 、 「 不 思 議
な 世 界 」 の イ メ ー ジ が 表 示 さ れ 、 １ １ ～ １ ５ ラ ウ ン ド で は 、 「 銀 河 の 世 界 」 の イ メ ー ジ が
表 示 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 ラ ウ ン ド 中 に 、 い わ ゆ る 「 パ ン ク 」 と な る と 、 ラ ウ ン ド 背 景 画 像 66に は 、
図 示 し な い が 、 飛 行 機 の 故 障 発 生 で パ ラ シ ュ ー ト に 揺 れ て い る キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の イ メ
ー ジ が 表 示 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 ラ ウ ン ド 背 景 画 像 66は 、 町 や 空 、 宇 宙 の イ メ ー ジ に 限 ら ず 、 他 の イ メ ー ジ を 表 示
し て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ５ 】
　 　 （ ２ － ６ ） ラ ウ ン ド 表 示 画 像 67
　 ラ ウ ン ド 表 示 画 像 67は 、 図 ９ 、 １ ０ に 示 す よ う に 、 特 別 遊 技 中 の ラ ウ ン ド を 示 し 、 「 １
」 ～ 「 １ ５ 」 迄 の 数 字 が 加 算 表 示 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ６ 】
　 す な わ ち 、 画 像 制 御 手 段 112は 、 振 り 分 け 装 置 80の 貯 留 部 81に 貯 留 さ れ た 打 球 が 、 入 賞
ゾ ー ン 50に 誘 導 さ れ 、 入 賞 ゾ ー ン 用 検 出 ス イ ッ チ 51に よ り 検 出 さ れ 、 ラ ウ ン ド が 進 行 す る
の に 伴 い 、 画 像 表 示 装 置 60の ラ ウ ン ド 表 示 画 像 67の ラ ウ ン ド 数 を １ ず つ 加 算 表 示 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ７ 】
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　 な お 、 ラ ウ ン ド 表 示 画 像 67は 、 数 字 に 限 ら ず 、 グ ラ フ 等 を 利 用 し て 数 量 的 に 表 現 し て も
良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ８ 】
　 　 （ ２ － ７ ） 入 賞 カ ウ ン ト 表 示 画 像 68
　 入 賞 カ ウ ン ト 表 示 画 像 68は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 特 別 遊 技 中 に 、 別 遊 技 装 置 20の 内 部
に 流 入 し 、 ア ウ ト 口 40に 入 球 し た 打 球 数 を 示 し 、 「 １ 」 ～ 「 ９ 」 迄 の 数 字 が 加 算 表 示 さ れ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ８ ９ 】
　 す な わ ち 、 画 像 制 御 手 段 112は 、 ア ウ ト 口 40に 入 球 し た 打 球 が 、 ア ウ ト 口 用 検 出 ス イ ッ
チ 41に よ り 検 出 さ れ る 度 に 、 入 賞 カ ウ ン ト 表 示 画 像 68の 入 賞 カ ウ ン ト 数 を １ ず つ 加 算 表 示
さ せ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 入 賞 カ ウ ン ト 表 示 画 像 68は 、 数 字 に 限 ら ず 、 グ ラ フ 等 を 利 用 し て 数 量 的 に 表 現 し
て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ １ 】
　 　 （ ２ － ８ ） 羽 根 開 閉 カ ウ ン ト ダ ウ ン 画 像 69
　 羽 根 開 閉 カ ウ ン ト ダ ウ ン 画 像 69は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 可 変 入 賞 装 置 30の 羽 根 31,32
の 開 閉 回 数 を 示 し 、 「 １ ８ 」 ～ 「 １ 」 迄 の 数 字 が 減 算 表 示 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ２ 】
　 す な わ ち 、 画 像 制 御 手 段 111は 、 可 変 入 賞 制 御 手 段 111に よ り 可 変 入 賞 装 置 30の 羽 根 31,3
2が 開 閉 す る 度 に 、 羽 根 開 閉 カ ウ ン ト ダ ウ ン 画 像 69の 羽 根 開 閉 回 数 を １ ず つ 減 算 表 示 さ せ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ３ 】
　 羽 根 開 閉 カ ウ ン ト ダ ウ ン 画 像 69は 、 数 字 に 限 ら ず 、 グ ラ フ 等 を 利 用 し て 数 量 的 に 表 現 し
て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ４ 】
　 　 （ ３ ） キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 113
　 キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 113は 、 画 像 制 御 手 段 112に よ り 画 像 表 示 装 置 60に 表 示 さ れ る 動 画
61の 動 き に リ ン ク さ せ て 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70の 動 き を 制 御 す る た め の も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 (70)は 、 図 ４ 、 ５ に 示 す よ う に 、 画 像 制 御 手 段 112に よ
り 画 像 表 示 装 置 60に 表 示 さ れ る キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 傾 斜 角 度 に 対 応 さ せ て 、 キ ャ ラ ク タ
ー 装 置 70の 翼 を 傾 斜 さ せ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ６ 】
　 そ の 結 果 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63が 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70に 乗 っ て 揺 れ て い る よ う に 見 え
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ７ 】
　 　 （ ４ ） 振 り 分 け 制 御 手 段 114
　 振 り 分 け 制 御 手 段 114は 、 画 像 制 御 手 段 112に よ り 画 像 表 示 装 置 60に 表 示 さ れ る 動 画 61の
動 き に リ ン ク さ せ て 、 振 り 分 け 装 置 80の 動 き を 制 御 す る た め の も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ８ 】
　 す な わ ち 、 打 球 が 振 り 分 け セ ン サ ー 90を 通 過 す る と 、 別 遊 技 に お い て 抽 選 が 開 始 さ れ る
。
　 　 　 【 ０ ０ ９ ９ 】
　 抽 選 が 開 始 さ れ る と 、 画 像 制 御 手 段 112は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 カ ス 図 柄 画 像 64と 、 大
当 た り 図 柄 画 像 65と を 画 像 表 示 装 置 60に 表 示 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ０ 】
　 上 記 カ ス 図 柄 画 像 64と 、 大 当 た り 図 柄 画 像 65と は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 キ ャ ラ ク タ ー 画
像 63の 頭 部 の 上 方 を 右 か ら 左 に 向 か っ て 移 動 す る 。 カ ス 図 柄 画 像 64が ２ 個 連 続 し た 後 、 大
当 た り 図 柄 画 像 65が １ 個 出 現 す る 。
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　 　 　 【 ０ １ ０ １ 】
　 そ し て 、 抽 選 の 結 果 、 当 た り の 場 合 に は 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 頭 部 の 上 方 に 大 当 た り
図 柄 画 像 65が 停 止 す る 。 そ の 後 、 図 示 し な い が 、 カ ス 図 柄 画 像 64の 風 船 が 割 れ 、 大 当 た り
図 柄 画 像 65が 「 天 女 」 に 変 わ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ の と き 、 振 り 分 け 制 御 手 段 114は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 振 り 分 け 装 置 80を 時 計 回 り に
９ ０ 度 、 回 転 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ３ 】
　 そ の 結 果 、 振 り 分 け セ ン サ ー 90を 通 過 後 、 振 り 分 け 装 置 80の 凹 状 に 凹 ん だ 貯 留 部 81に 貯
留 さ れ て い る 打 球 は 、 振 り 分 け 装 置 80が ９ ０ 度 、 回 転 す る こ と で 、 入 賞 ゾ ー ン 50に 向 か っ
て 誘 導 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ４ 】
　 一 方 、 画 像 表 示 装 置 60に は 、 図 示 し な い が 、 「 大 当 た り 」 の 文 字 が 出 現 し 、 「 天 女 」 が
キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 顔 に キ ス す る 。 背 景 に は 、 風 船 が 飛 ん で い る イ メ ー ジ が 表 示 さ れ る
。
　 　 　 【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 抽 選 の 結 果 、 外 れ の 場 合 に は 、 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 頭 部 の 上 方 に カ ス 図
柄 画 像 64が 停 止 す る 。 そ の 後 、 図 示 し な い が 、 カ ス 図 柄 画 像 64の 風 船 が 割 れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ の と き 、 振 り 分 け 制 御 手 段 114は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 振 り 分 け 装 置 80を 反 時 計 回 り
に ９ ０ 度 未 満 の 回 転 角 度 で 回 転 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ７ 】
　 そ の 結 果 、 振 り 分 け 装 置 80の 貯 留 部 81に 貯 留 さ れ て い る 打 球 は 、 ア ウ ト 口 40に 向 か っ て
誘 導 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ８ 】
　 一 方 、 画 像 表 示 装 置 60に は 、 図 示 し な い が 、 「 Ｒ Ｅ Ｔ Ｒ Ｙ 」 の 文 字 が 表 示 さ れ る 。
（ 遊 技 方 法 ）
　 ま ず 、 始 動 口 に 打 球 が 入 賞 し 、 始 動 口 用 検 出 ス イ ッ チ 120で 検 出 さ れ る と 、 遊 技 制 御 装
置 110の 可 変 入 賞 制 御 手 段 111は 、 可 変 入 賞 装 置 30を 作 動 さ せ 、 図 １ １ ～ １ ３ に 示 す よ う に
、 左 右 の 羽 根 31,32を 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 時 間 、 所 定 回 数 、 開 閉 さ せ 、 別 遊 技 を 開 始 さ
せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ０ ９ 】
　 別 遊 技 が 開 始 さ れ る と 、 画 像 制 御 手 段 112は 、 図 ２ 、 図 １ １ ～ １ ３ に 示 す よ う に 、
画 像 表 示 装 置 60に タ イ ト ル 画 像 62や キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63に 加 え 、 風 船 が 飛 ん で き た イ メ ー
ジ を 表 示 す る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ０ 】
　 同 時 に 、 キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 113は 、 図 １ １ ～ １ ３ に 示 す よ う に 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 7
0を 左 右 に 揺 動 さ せ る 。 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70の 傾 斜 角 度 は 、 画 像 表 示 装 置 60に 表 示 さ れ た
キ ャ ラ ク タ ー 画 像 63の 傾 斜 角 度 に 一 致 し 、 あ た か も キ ャ ラ ク タ ー が 飛 行 機 に 乗 っ て 左 右 に
揺 れ て い る よ う に 見 え る 。
　 　 　 【 ０ １ １ １ 】
　 一 方 、 左 右 の 羽 根 31,32が 開 放 さ れ た 状 態 で は 、 遊 技 盤 を 流 下 す る 打 球 が 、 図 １ １ ～ １
３ に 示 す よ う に 、 羽 根 31,32に 案 内 さ れ て 別 遊 技 装 置 20の 内 部 に 流 入 す る こ と が 可 能 と な
る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ２ 】
　 そ し て 、 別 遊 技 装 置 20の 内 部 に 流 入 し た 打 球 の う ち 、 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70の 誘 導 路 71に
受 け 入 れ ら れ た 打 球 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 傾 斜 に よ り プ ロ ペ ラ の 有 る 中 央 の 胴 体 部 に
向 か っ て 転 が り 、 そ の 後 、 落 下 す る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ３ 】
　 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 70か ら 落 下 し た 打 球 は 、 そ の 下 方 の 振 り 分 け セ ン サ ー 90や ア ウ ト 口 40
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に 向 か っ て 流 下 す る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ４ 】
　 こ の と き 、 振 り 分 け セ ン サ ー 90を 通 過 し 、 セ ン サ ー 出 力 が 遊 技 制 御 装 置 110に 出 力 さ れ
る 。 遊 技 制 御 装 置 110は 、 セ ン サ ー 出 力 を 入 力 す る と 、 別 遊 技 の 抽 選 を 行 う 。
　 　 　 【 ０ １ １ ５ 】
　 そ の 結 果 、 抽 選 が 当 た る と 、 振 り 分 け 制 御 手 段 114は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 振 り 分 け 装
置 80を 時 計 回 り に ９ ０ 度 、 回 転 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ６ 】
　 そ の 結 果 、 振 り 分 け セ ン サ ー 90を 通 過 し 、 振 り 分 け 装 置 80の 凹 状 に 凹 ん だ 貯 留 部 81に 貯
留 さ れ て い る 打 球 は 、 入 賞 ゾ ー ン 50に 向 か っ て 誘 導 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ７ 】
　 そ し て 、 入 賞 ゾ ー ン 用 検 出 ス イ ッ チ 51に よ り 打 球 が 検 出 さ れ 、 そ の ス イ ッ チ 出 力 が 遊 技
制 御 装 置 110に 入 力 さ れ る と 、 特 別 遊 技 が 開 始 さ れ る 。 こ の と き 、 同 時 に 所 定 個 数 の 賞 球
が 払 い 出 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 抽 選 結 果 が 外 れ の 場 合 に は 、 振 り 分 け 制 御 手 段 114は 、 図 ７ に 示 す よ う に
、 振 り 分 け 装 置 80を 反 時 計 回 り に ９ ０ 度 未 満 の 回 転 角 度 で 回 転 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ １ ９ 】
　 そ の 結 果 、 振 り 分 け 装 置 80の 貯 留 部 81に 貯 留 さ れ た 打 球 は 、 ア ウ ト 口 40に 向 か っ て 誘 導
さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ０ 】
　 そ し て 、 ア ウ ト 口 用 検 出 ス イ ッ チ 41に よ り 打 球 が 検 出 さ れ 、 そ の ス イ ッ チ 出 力 が 遊 技 制
御 装 置 110が 入 力 す る と 、 所 定 個 数 の 賞 球 が 払 い 出 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ １ 】
　 な お 、 振 り 分 け セ ン サ ー 90を 通 過 せ ず 、 ア ウ ト 口 40に 向 か っ て 流 下 し た 打 球 に つ て も 、
同 様 に 所 定 個 数 の 賞 球 が 払 い 出 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ２ 】
　 一 方 、 別 遊 技 の 結 果 、 特 別 遊 技 が 開 始 さ れ る と 、 遊 技 制 御 装 置 110の 可 変 入 賞 制 御 手 段 1
11が 、 可 変 入 賞 装 置 30の 左 右 の 羽 根 31,32を 所 定 回 数 、 例 え ば １ ８ 回 開 閉 す る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ し て 、 特 別 遊 技 の ラ ウ ン ド 中 に 、 振 り 分 け 装 置 80の 貯 留 部 81に 打 球 が 貯 留 さ れ る と 、
当 該 ラ ウ ン ド の 終 了 時 に 、 振 り 分 け 制 御 手 段 114は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 振 り 分 け 装 置 80
を 時 計 回 り に ９ ０ 度 、 回 転 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ４ 】
　 そ の 結 果 、 振 り 分 け 装 置 80の 貯 留 部 81に 貯 留 さ れ て い た 打 球 は 、 入 賞 ゾ ー ン 50に 向 か っ
て 落 下 し 、 入 賞 ゾ ー ン 用 検 出 ス イ ッ チ 51に よ り 打 球 が 検 出 さ れ と 、 い わ ゆ る 「 Ｖ 入 賞 」 と
な り 、 当 該 ラ ウ ン ド が 更 新 さ れ 、 同 時 に 所 定 個 数 の 賞 球 が 払 い 出 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ５ 】
　 上 記 ラ ウ ン ド は 最 大 、 １ ５ 回 迄 更 新 さ れ 、 最 終 の １ ５ ラ ウ ン ド が 終 了 す る と 、 特 別 遊 技
が 終 了 し 、 通 常 遊 技 に 戻 る 。
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ ４ ～ ２ １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ６ 】
　 図 １ ４ は 、 別 遊 技 装 置 を 示 す 概 略 斜 視 図 を 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 １ ５ 、 １ ６ は 、 図 １ ４ に 示 す 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 各 種 の 動 画 を 説 明 す る た め の
説 明 図 を そ れ ぞ れ 示 す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 １ ７ ～ ２ １ は 、 図 １ ４ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 各 種 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説
明 図 を そ れ ぞ れ 示 す も の で あ る 。
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　 　 　 【 ０ １ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 図 １ ５ 、 １ ６ に 示 す 画 像 表 示 装 置 160に 表 示 さ れ る 各 種 の 動 画
、 す な わ ち キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161～ 164の 動 作 に 対 応 し て 、 図 １ ７ ～ ２ １ に 示 す キ ャ ラ ク タ
ー 装 置 170の 複 数 、 例 え ば 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173が ス ラ イ ド す る よ う に し
た 点 に あ る 。
（ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161～ 164）
　 上 記 キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161～ 164は 、 図 １ ５ 、 １ ６ に 示 す よ う に 、 次 の ４ つ の キ ャ ラ ク タ
ー 画 像 161～ 164か ら 構 成 さ れ 、 そ れ ら の 画 像 の 動 き は 図 １ に 示 す 画 像 制 御 手 段 112に よ り
制 御 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ０ 】
　 　 （ １ ） メ イ ン キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161
　 メ イ ン キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161は 、 図 １ ５ 、 １ ６ に 示 す よ う に 、 ハ ン マ ー を 持 っ た 人 間 の
イ メ ー ジ よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ １ 】
　 な お 、 メ イ ン キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161は 、 図 面 に 示 し た イ メ ー ジ に 限 定 さ れ ず 、 動 物 、 昆
虫 、 機 械 等 の 他 の イ メ ー ジ で あ っ て も 良 い 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ２ 】
　 　 （ ２ ） 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164
　 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164は 、 図 １ ５ 、 １ ６ に 示 す よ う に 、 モ グ ラ 等 の 動 物
の イ メ ー ジ よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164は 、 ラ ン
ダ ム に 穴 か ら 首 を 出 し 、 前 記 ハ ン マ ー に よ り 叩 か れ る と 、 気 絶 す る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ３ 】
　 な お 、 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164は 、 図 面 に 示 し た イ メ ー ジ に 限 定 さ れ ず 、
人 間 、 昆 虫 、 機 械 等 の 他 の イ メ ー ジ で あ っ て も 良 い 。
（ キ ャ ラ ク タ ー 装 置 170）
　 前 記 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 170は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 画 像 表 示 装 置 160の 下 方 に 位 置 し 、
第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173の 動 き は 図 １ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 113に よ
り 制 御 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ４ 】
　 上 記 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ス テ ー ジ 174に 設
け た ３ 本 の ス ラ イ ド 溝 175に 沿 っ て 個 々 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ５ 】
　 上 記 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173は 、 図 １ ４ に 示 す 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画
像 162～ 164に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。 す な わ ち 、 第 １ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162は 、 第 １ キ ャ
ラ ク タ ー 人 形 171に 、 第 ２ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 163は 第 ２ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 172に 、 第 ３ キ ャ
ラ ク タ ー 画 像 164は 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 173に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ６ 】
　 前 記 ス テ ー ジ 174は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 奥 か ら 手 前 側 に 向 か っ て 下 り 傾 斜 さ せ て い
る 。 そ し て 、 ス テ ー ジ 174の 中 央 に は 、 半 球 形 に 窪 み 、 ス テ ー ジ 174の 下 り 傾 斜 を 利 用 し て
、 別 遊 技 装 置 20の 内 部 に 流 入 し た 打 球 を 転 が す た め の 打 球 案 内 溝 176を 設 け て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ７ 】
　 上 記 打 球 案 内 溝 176の 傾 斜 下 端 に は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 打 球 案 内 溝 176を 転 が り 落 ち
る 打 球 が 入 球 す る た め の カ ッ プ 形 の 入 賞 ゾ ー ン 150を 設 け て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ８ 】
　 上 記 ３ 本 の ス ラ イ ド 溝 175は 、 図 １ ７ ～ ２ １ に 示 す よ う に 、 打 球 案 内 溝 176を 一 部 横 切 る
よ う に 設 け ら れ 、 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173が 打 球 案 内 溝 176に 突 出 す る こ と
で 、 打 球 が 打 球 案 内 溝 176を 沿 っ て 転 が り 落 ち る の を 邪 魔 す る 。 （ 遊 技 方 法 ）
　 つ ぎ に 、 遊 技 に つ い て 説 明 す る と 、 通 常 遊 技 中 は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 第 １ ～ 第 ３ キ
ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173は 停 止 し て い る 。
　 　 　 【 ０ １ ３ ９ 】
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　 そ の 後 、 図 示 し な い が 、 始 動 口 に 打 球 が 入 賞 し 、 図 １ に 示 す 始 動 口 用 検 出 ス イ ッ チ 120
で 検 出 さ れ る と 、 別 遊 技 が 開 始 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ０ 】
　 別 遊 技 が 開 始 す る と 、 図 １ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段 113は 、 図 １ ８ に 矢 印 で 示 し た
よ う に 、 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173を 左 右 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ １ 】
　 一 方 、 別 遊 技 が 開 始 す る と 、 図 １ に 示 す 画 像 制 御 手 段 112は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 画
像 表 示 装 置 160に キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161～ 164を 表 示 さ せ る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ２ 】
　 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 穴 か ら 首 を 出 し た り 、
引 っ 込 め た り す る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ３ 】
　 こ の と き 、 メ イ ン キ ャ ラ ク タ ー 画 像 161は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 穴 か ら 首 を 出 し た 第
１ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164に 向 か っ て ハ ン マ ー を 移 動 し 、 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ
ー 画 像 162～ 164を ハ ン マ ー で 叩 こ う と す る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ４ 】
　 そ し て 、 タ イ ミ ン グ 良 く 、 ハ ン マ ー が 当 た る と 、 効 果 音 を 伴 っ て 、 図 １ ５ に 示 す よ う に
、 衝 突 イ メ ー ジ が 現 れ 、 当 該 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164が 気 絶 す る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ５ 】
　 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164が 気 絶 す る と 、 図 １ ９ ～ ２ １ に 示 す よ う に 、 対 応
す る 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 171～ 173が １ ８ ０ 度 回 転 し 、 気 絶 し た 顔 に 変 化 し 、 ス テ
ー ジ 174の 端 に 移 動 し て 停 止 す る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ６ 】
　 そ し て 、 全 て の 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 162～ 164が 気 絶 す る と 、 図 ２ １ に 示 す よ う
に 、 打 球 案 内 溝 176を 転 が り 落 ち る 打 球 を 邪 魔 し な く な る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ７ 】
　 そ の 結 果 、 打 球 案 内 溝 176を 転 が り 落 ち る 打 球 が 、 入 賞 ゾ ー ン 150に 入 球 可 能 と な り 、 図
示 し な い が 、 当 該 検 出 ス イ ッ チ で 検 出 さ れ る こ と で 、 特 別 遊 技 が 開 始 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ８ 】
　 な お 、 打 球 案 内 溝 176を 転 が り 落 ち る 打 球 が 、 入 賞 ゾ ー ン 150に 入 球 し な い 場 合 に は 、 図
示 し な い が 、 ア ウ ト 口 に 入 球 す る 。
　 　 　 【 ０ １ ４ ９ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏 す る 。
（ 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ ）
　 請 求 項 １ 及 び ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。
　 　 　 【 ０ １ ５ ０ 】
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ 及 び ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 動 画 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 き と を リ
ン ク さ せ る こ と で 、 臨 場 感 に 飛 ん だ パ チ ン コ 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ １ ５ １ 】
　 　 　 【 ０ １ ５ ２ 】
　 　 　 【 ０ １ ５ ３ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 遊 技 制 御 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 別 遊 技 装 置 の 概 略 正 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】
　 画 像 表 示 装 置 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 と の 関 係 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】
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　 画 像 表 示 装 置 の 動 画 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 と を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 ５ 】
　 図 ４ に 対 応 し 、 画 像 表 示 装 置 の 動 画 と キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 と を 説 明 す る た め の 説 明
図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ 】
　 振 り 分 け 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 ７ 】
　 図 ６ に 対 応 し 、 振 り 分 け 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 ８ 】
　 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 動 画 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を 示 し 、 同 図 は 別 遊 技 の イ メ ー
ジ を 示 す も の で あ る 。
　 　 【 図 ９ 】
　 図 ８ に 対 応 し 、 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 動 画 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を 示 し 、 同 図 は
特 別 遊 技 中 の 各 ラ ウ ン ド の イ メ ー ジ を 示 す も の で あ る 。
　 　 【 図 １ ０ 】
　 図 ８ に 対 応 し 、 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 動 画 を 説 明 す る た め の 説 明 図 を 示 し 、 同 図 は
は 特 別 遊 技 中 の 各 種 表 示 の イ メ ー ジ を 示 す も の で あ る 。
　 　 【 図 １ １ 】
　 別 遊 技 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ ２ 】
　 図 １ １ に 対 応 し 、 別 遊 技 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ ３ 】
　 図 １ １ に 対 応 し 、 別 遊 技 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 同 図 は 別 遊 技 装 置 を 示 す 概 略 斜 視 図
で あ る 。
　 　 【 図 １ ５ 】
　 図 １ ４ に 示 す 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 動 画 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ ６ 】
　 図 １ ５ に 対 応 し 、 図 １ ４ に 示 す 画 像 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 動 画 を 説 明 す る た め の 説 明 図
で あ る 。
　 　 【 図 １ ７ 】
　 図 １ ４ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ ８ 】
　 図 １ ７ に 対 応 し 、 図 １ ４ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で
あ る 。
　 　 【 図 １ ９ 】
　 図 １ ７ に 対 応 し 、 図 １ ４ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で
あ る 。
　 　 【 図 ２ ０ 】
　 図 １ ７ に 対 応 し 、 図 １ ４ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で
あ る 。
　 　 【 図 ２ １ 】
　 図 １ ７ に 対 応 し 、 図 １ ４ に 示 す キ ャ ラ ク タ ー 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で
あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 10　 パ チ ン コ 機 　 　 　 　 　 　 　 　 20　 別 遊 技 装 置
　 30　 可 変 入 賞 装 置 　 　 　 　 　 　 　 31,32 羽 根
　 40　 ア ウ ト 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41　 ア ウ ト 口 用 検 出 ス イ ッ チ
　 50　 入 賞 ゾ ー ン 　 　 　 　 　 　 　 　 51　 入 賞 ゾ ー ン 用 検 出 ス イ ッ チ
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　 60　 画 像 表 示 装 置 　 　 　 　 　 　 　 61　 動 画
　 62　 タ イ ト ル 画 像 　 　 　 　 　 　 　 63　 キ ャ ラ ク タ ー 画 像
　 64　 カ ス 図 柄 画 像 　 　 　 　 　 　 　 65　 大 当 た り 図 柄 画 像
　 66　 ラ ウ ン ド 背 景 画 像 　 　 　 　 　 67　 ラ ウ ン ド 表 示 画 像
　 68　 入 賞 カ ウ ン ト 表 示 画 像 　 　 　 69　 羽 根 開 閉 カ ウ ン ト ダ ウ ン 画 像
　 70　 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 　 　 　 　 　 71　 誘 導 路
　 80　 振 り 分 け 装 置 　 　 　 　 　 　 　 81　 貯 留 部
　 90　 振 り 分 け セ ン サ ー 　 　 　 　  100　 入 賞 口
110 遊 技 制 御 装 置 　 　 　 　 　 　  111　 可 変 入 賞 制 御 手 段
112 画 像 制 御 手 段 　 　 　 　 　 　  113　 キ ャ ラ ク タ ー 制 御 手 段
114 振 り 分 け 制 御 手 段 　 　 　 　  120　 始 動 口 用 検 出 ス イ ッ チ
150 入 賞 ゾ ー ン 　 　 　 　 　 　 　  160　 画 像 表 示 装 置
161 メ イ ン キ ャ ラ ク タ ー 画 像 　  162　 第 １ キ ャ ラ ク タ ー 画 像
163 第 ２ キ ャ ラ ク タ ー 画 像 　 　  164　 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 画 像
170 キ ャ ラ ク タ ー 装 置 　 　 　 　  171　 第 １ キ ャ ラ ク タ ー 人 形
172 第 ２ キ ャ ラ ク タ ー 人 形 　 　  173　 第 ３ キ ャ ラ ク タ ー 人 形
174 ス テ ー ジ 　 　 　 　 　 　 　 　  175　 ス ラ イ ド 溝
176 打 球 案 内 溝
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